
静
岡
県
鉄
筋
業
協
同
組
合

組
合
紹
介

　

今
年
は
降
雪
も
少
な
く
、薄
化
粧
の
富
士
山
を
北
に
臨
む
、

本
州
の
ど
真
ん
中
、
静
岡
県
の
鉄
筋
組
合
の
ご
紹
介
を
い
た

し
ま
す
。

　

静
岡
県
は
、
南
北
118
㎞
、
東
西
155
㎞
と
非
常
に
広
く
、
古

く
は
伊
豆
国
、
駿
河
国
、
遠
江
国
の
3
国
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

県
庁
所
在
地
は
静
岡
市
で
す
が
、
浜
松
市
も
皆
さ
ん
ご
存

知
だ
と
思
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
も
全
国
20
政
令
指
定
都
市
で
す
（
身
の
丈
に
は

あ
っ
て
い
な
い
と
感
じ
ま
す
が
…
）

　

食
べ
物
は
ウ
ナ
ギ
、
ミ
カ
ン
、
メ
ロ
ン
、
干
物
、
お
茶
、

サ
ク
ラ
エ
ビ
な
ど
誇
れ
る
も
の
が
多
く
、
個
人
的
に
は
北
海

道
、福
岡
に
次
ぐ
う
ま
い
も
の
が
豊
富
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

産
業
も
現
在
も
本
社
の
あ
る
ス
ズ
キ
自
動
車
、
ヤ
マ
ハ
、

ヤ
マ
ハ
発
動
機
、
浜
松
ホ
ト
ニ
ク
ス
な
ど
や
、
創
業
が
静
岡

県
で
あ
る
本
田
技
研
工
業
、
ト
ヨ
タ
（
の
前
身
の
豊
田
自
動

織
機
）
な
ど
と
、世
界
に
名
だ
た
る
企
業
が
目
白
押
し
で
す
。

多
分
本
当
は
、
日
本
の
首
都
で
は
な
い
か
と
勘
違
い
す
る
人

も
多
い
で
し
ょ
う
。

　

ち
び
ま
る
子
ち
ゃ
ん
も
静
岡
県
で
す
。

　

つ
い
で
に
、
徳
川
家
康
の
墓
も
、
静
岡
県
に
あ
る
っ
て
ご

存
知
で
し
た
か
？

　

前
置
き
は
こ
れ
く
ら
い
に
し
て
、
我
が
静
岡
県
鉄
筋
業
協

同
組
合
は
組
合
員
42
社
と
規
模
に
し
て
は
大
所
帯
で
す
。
設

立
は
平
成
4
年
、
27
周
年
と
な
り
ま
す
。

　

沼
津
・
三
島
が
あ
る
東
部
地
区
、
静
岡
・
清
水
・
藤
枝
の

中
部
地
区
、
浜
松
・
磐
田
の
西
部
地
区
と
3
つ
の
支
部
に
分

か
れ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

理
事
長
は
現
在
、
6
代
目
で
あ
る
私
・
國
井
が
拝
命
さ
れ
、

つ
つ
ま
し
く
ひ
っ
そ
り
と
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。

　

活
動
と
し
ま
し
て
は
、
出
前
講
座
を
年
5
回
、
清
水
の
マ

リ
ン
パ
ー
ク
で
開
催
さ
れ
る
建
設
ま
つ
り
に
年
1
回
、
そ
の

ほ
か
、
安
全
大
会
な
ど
、
そ
こ
そ
こ
活
発
な
活
動
を
し
て
お

り
ま
す
。

　

関
東
、
関
西
の
狭
間
で
、
平
和
な
暮
ら
し
が
で
き
る
の
は
、

静
岡
県
の
魅
力
で
す
。

　

新
幹
線
の
駅
も
7
つ
も
あ
り
、
の
ぞ
み
な
ん
か
は
止
ま
ら

せ
ま
せ
ん
。

　

浜
名
湖
を
望
ん
で
ウ
ナ
ギ
を
食
し
な
が
ら
、
茶
処
の
う
ま

い
茶
に
の
ど
を
湿
ら
せ
、
デ
ザ
ー
ト
に
久
能
山
の
イ
チ
ゴ
を

食
べ
に
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

特定技能 2号（永住）
【新たな在留資格】

特定技能 1号
（５年）

外国人建設就労者
（2年又は 3年）
※2022年 3月末まで

専門工事業団体は、自らの負担で
技能試験問題の作成を行い、新団
体及び国土交通省の了解を得る。
（随時３級程度の学科と実技）

業界団体等による試験

日本語試験
外国人本人の負担により、国際交
流基金が行う日本語能力判定試験
又は日本語検定試験（N4）を受
験する。

技能実習 3号
（2年）

技能実習 1号 /2号
（3年）

技能実習 3号
（2年）

技能実習 1号 /2号
（3年）

新在留資格「特定技能 1号」スタート

　外国人労働者の受け入れを拡大する改正出入国管
理法（入菅法）に基づき、建設業の受け入れを管理サ
ポートする新団体が設立。これまでの技能実習生の
受入に加えて長期間の在留が可能となる。

　そのほか、平成 31 年度の動向は以下のとおり
•全鉄筋会員限定の「技術研鑽のためのマッチング
支援システム」始動
•建設キャリアアップシステムの技能者レベル評価
•専門工事企業の施工能力等の見える化を実現

会員企業へ、６月７日の社員総会で詳しく説明する。

私たちは、技能に優れた鉄筋工事企業集団として、社会に貢献します。

Vol.
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全鉄筋の主な年間行事
６月７日（金） 社員総会 TKPガーデンシティ品川
７月５日（金） 事務局会議　　 ホテルメトロポリタンエドモント
10月25日（金） 秋季定例会 京王プラザホテル札幌
11月15日（金） 青年部全国連絡会議 金沢東急ホテル
11月24日（日） 第3回全国鉄筋技能大会　　富士教育訓練センター

2019年度　登録鉄筋基幹技能者講習　開催地
■認定講習

開催地 開催日 定員 開催会場
98 東京都 2019/ 4 /12 ～ 2019/ 4 /14 70 練馬産業会館
99 福岡県 2019/ 5 /17 ～ 2019/ 5 /19 99 久留米リサーチ・パーク
100 宮城県 2019/ 6 /21 ～ 2019/ 6 /23 70 エスポールみやぎ
101 東京都 2019/ 6 / 6 ～ 2019/ 9 / 8 100 台東区民会館
102 愛知県 2019/10/12～2019/10/14 80 中小企業振興会館
103 大阪府 2019/10/12～2019/10/14 100 エルおおさか
104 沖縄県 2019/10/24～2019/10/26 88 職業能力開発協会
105 静岡県 2019/12/12～2019/12/15 100 富士教育訓練センター

■更新講習
開催地 開催日 定員 開催会場

96 富山県 2019/ 4 /13 50 総合情報センター
97 愛知県 2019/ 6 / 2 84 東別院会館
98 岩手県 2019/ 6 / 9 50 岩手産業文化センター　アピオ
99 香川県 2019/ 6 /23 100 サンメッセ香川
100 福岡県 2019/ 6 /30 99 久留米リサーチ・パーク
101 東京都 2019/ 9 / 1 100 台東区民会館
102 東京都 2019/ 9 /16 100 台東区民会館
103 大阪府 2019/ 9 /21 100 エルおおさか
104 東京都 2019/11/10 70 練馬産業会館
105 福島県 2019/12/ 8 72 郡山市労働福祉会館
106 静岡県 2020/ 2 /16 100 富士教育訓練センター
107 福岡県 2020/ 3 /29 99 久留米リサーチ・パーク

http://www.zentekkin.or.jp/
又はQRコードでアクセス

2019年度～2022年度 登録鉄筋基幹技能者講習 講師研修会開催
　2019年度からの登録鉄筋基幹技能者講習講師を改選しました。
　去る３月25日と26日の２日間は、富士教育訓練センターに講師全員が集結して
講師研修会が開催されました。
　飯島教育訓練委員長から「技能工の最高位資格である基幹技能者講習の講師で
ある自覚をもって、鉄筋業界のため、これからの４年間をしっかり務めていただ
きたい」とのお話しが為されました。

一般講師
番号 氏　名 所　属　会　社 組合
1 國上　康弘 ㈱國上工務店 北海道
2 林　　純一 ㈱みつはし鉄筋工業 北海道
3 高田　有康 ㈲高田鉄筋 北海道
4 酢谷　　潤 ㈲ニシノ工業 北海道
5 名和　孝志 ㈲エヌエス工業 北海道
6 住田　浩紀 ㈱釧路鉄筋工業所 北海道
7 田村　一夫 ㈲田村鉄筋工業 岩 手
8 原　　敏紀 原鉄筋工業㈱ 宮 城
9 大平　智彦 ㈱大平組 茨 城
10 矢島　孝夫 矢島鉄筋工業㈱ 東鉄協
11 塗木　伸二 永和産業㈱ 東鉄協
12 石澤　拓哉 石澤工業㈱ 東鉄協
13 安藤　理人 ㈱小黒組 東鉄協
14 藤田　清志 藤工業㈱ 鉄工協
15 五味　成康 リケン㈱ 鉄工協
16 遠藤　亮介 ㈲工藤工業 鉄工協
17 弓場　　長 ㈱アイコー 神奈川

18 山口　健治 ㈱スチール・ワン 神奈川
19 海老原　淳 ㈲サンワ工業 神奈川
20 神田　幸夫 神田鉄筋工業㈱ 新 潟
21 新沢　和成 ㈲新和工業 新 潟
22 渡辺　博一 ㈲SUN鋼業 新 潟
23 大石　継介 近鉄筋工業㈱ 新 潟
24 小塚　信之 ㈱青山 石 川
25 坂尻　雄一 ㈱青山 石 川
26 國井　　均 ㈱芳和建設工業 静 岡
27 久野　鉄也 ㈱久野鉄筋 静 岡
28 松本　　勝 ビップ㈱ 静 岡
29 松本　　収 ㈱マツモトカンパニー 愛 知
30 佐藤　和人 愛北鋼業㈱ 愛 知
31 池内　統大 ㈱イケウチ 愛 知
32 岩田　　進 ㈱岩田鉄筋工業 岐 阜
33 吉田　　豊 吹上鋼材㈲ 三 重
34 恵谷　　信 恵谷鉄筋 関 西
35 長木　鉄次 ㈱長木鉄筋 関 西
36 辻本　浩二 辻本鉄筋工業 関 西

37 田中　　毅 ㈱関西スチールフォーム 関 西
38 神谷　明博 ㈱神谷鉄筋 島 根
39 赤澤　栄徳 ㈲赤澤鋼業 香 川
40 眞部　達也 ㈲都島興業 香 川
41 楠岡　　誠 ㈲楠岡鉄筋工業所 愛 媛
42 江口　　繋 ㈲浜田鉄筋 愛 媛
43 高倉　敏博 ㈱高倉工務店 福 岡
44 鶴崎　元貴 ㈱清進工業 福 岡
45 塚本　喜紀 ㈱塚本鐵筋 佐 賀
46 平本　大介 ㈱みつひら産業 長 崎

外部講師（品質管理）
番号 氏　名 所　属　会　社 組合
1 高瀬　政博 ㈲リバーテクノ 鉄工協
2 栗栖　哲治 南武㈱ 鉄工協
3 成田　昌史 ㈱横内工業 東鉄協
4 石川　大輔 大東鉄筋㈱ 東鉄協
5 森山　直樹 ㈱城東鉄筋 関 西

［敬称略］

（2）　　　　　  （公社）全国鉄筋工事業協会2019年（平成31）3月22日



外国人実習生、就労者受入れ企業より
株式会社 郡協鉄筋工業株式会社 スチール・ワン

　現在、わが社では21名のベトナム人労働者を雇用しています。
加工場と現場で、それぞれ作業をしてもらっておりますが、現
場では中国とベトナムの実習生が一緒に作業を行っており、お
互い日本語でコミュニケーションをとっています。
　はじめの１年は仕事を教えるのが大変ですが、２年目になる
と先輩実習生が後輩実習生を指導し、こちらから直接指導する
ことがほとんどなくなり、先輩の指示通り作業ができるように
なっていきます。平成３年から実習生を活用し、培った管理力
で、今では外国人が即戦力として活躍できるようになりました。
　実習生の住居はマンションを賃貸しています。３DKエアコ
ン付き、３人利用で、１人１部屋です。
　社員との交流は、７月には納涼会、12月に忘年会を行ってい
ます。また、11月には社員旅行を開催しています。（旅行積立
で一部自己負担）今年は、東京方面に行き、屋形船で宴会をし
ました。
　その他、冬の防寒対策として、軍手・綿手を加工場に置き、
自由に使ってもらいました。更に、風邪の防止と遠い現場への
通勤時に舐めてもらうために、のど飴を置いています。
　夏はスポーツドリンクを現場に置き、熱中症対策。加工場で
は製氷機を設置し、かき氷を食べれるようにしました。
　毎月、革手５枚とゴム手１枚を支給、夏冬の賞与時に、作業
着、汗拭きタオル、防寒ジャンバーを支給しています。
　日々の現場配置の連絡方法としてホワイトボードに掲示し、
個人で確認または、職長にメールし実習生へ伝達。作業日報の
管理は実習生にも行ってもらい、ダブルチェックしています。
　今後は、外国人労働者の技術力向上のために、技能検定１級・
２級の取得を目指していきます。

「我社の実習生との関わり方」
　我社では現在１名の建設就労者を含め、10名のベトナム人の
実習生が在籍しております。まず初めに教育の一環として、挨
拶・礼儀指導を行い、先輩実習生のリーダーを確立させ、通訳
を介しコミュニケーションを図っております。入社時から即戦
力となるよう結束の練習を徹底し、建設現場の配置では役割分
担を明確に職人たちとの親睦を図らせ、危険個所や配筋要領・
施工のポイントをジェスチャーやスマホで検索し指導しており
ます。神奈川県の基礎級の組立の実地試験では４年連続トップ。
　当社自慢の自社寮では、日本人同様生活しておりますが、食
生活の違いから普段は実習生同士自炊しています。アットホー
ムな雰囲気を作るためイベントを多く取り入れ、BBQ大会や

ボーリング大会、食事会
等飲みニケーションを充
実させストレス発散させ
るよう気配りしていま
す。常に「相手の立場で
親切に奉仕の心で対応す
る」ことを大切に社員教
育しています。

各地区広報活動報告

　2018年10月19日（金）～20日の２日間サンポート高松で「建設フェ
ア四国2018」が四国地方整備局などの主催で開催されました。
　その中で、四国建専連との共催で鉄筋工や型枠工、とび工、左官
工の各組合と共に現場を再現したブースを設営しました。建設職人
体験コーナーでは、子どもが結束作業を体験し、足場の上に上がっ
て、いつもは見ることが出来ないコンクリート打設前の配筋状況や
型枠の仕組みなどを間近で観察するようにしました。手作業で鉄筋
の結束をしていた時は技術の習得に２～３カ月かかっていました
が、今は自動結束機を使って誰でも作業できるようになりましたが、
楽しみながら
技術の進歩を感
じてほしいと考
え、子供たちが
操る結束機VS
職人の手結束で
実際に鉄筋を組
む競争をした子
ど も た ち は
「めっちゃ面白
い」と大喜びで
した。

福岡県鉄筋事業協同組合 香川県鉄筋業協同組合
◉2018.８.17～８.19の３カ日間　福岡国際会議場２階
・来場者数4600人うち鉄筋ブース72人
　福岡の職能協主催で「おしごとフェスタin福岡2018」へ６年目の参加です。小学校高学
年が対象です。結束の体験から柱・梁の組立、完了までものづくりの魅力を伝えることが
出来ました。

◉2018.11.29　福岡市立鶴田小学校
・参加者６年生62人うち鉄筋20人
　福岡市技能職団体連合会主催の「ものづくり体
験講座」です。小学校の体育館で結束の練習から
全員での柱・梁の組立を体験後、仕事の内容、始
めたきっかけかけ、苦労したこと、大切にしてい
ることなどを話すことによって興味を持っていた
だけました。将来、鉄筋屋さんになりたいと言っ
てくれた生徒さんもいました。

　　　　　  （公社）全国鉄筋工事業協会（3） 2019年（平成31）3月22日



◆先ずは「全鉄筋からの発信」、全鉄筋から発信する通知文書（抜
粋）や諸官庁から送られてくる通達文書、必要なときに探せる
提出書類の帳票や参考資料等を掲載。つぎに「会員からの配信」
では、会員団体が実施した出前講習（授業）や地域フェスタ等
への参画を、タイムリーに掲載して水平展開。そして「単価・
状況調査報告」では、年に4回実施している単価・状況調査報
告を取り纏め時間をかけずに閲覧可能にして、全鉄筋への報告
書の提出は省略いたします。まだまだ投稿はこれからですが、
充実したシステムへしてまいります。システムの育成は、皆さ
まの力…どうぞよろしくお願いいたします。
� ≪広報委員会より≫

　

建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
が
今

年
の
4
月
か
ら
運
用
と
な
り
ま
す
。
目
的

は
技
能
者
の
処
遇
改
善
と
能
力
の
見
え
る

化
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
シ
ス
テ
ム
が
出

来
た
ば
か
り
の
時
は
使
い
勝
手
の
悪
さ
や

色
々
な
問
題
が
出
て
く
る
も
の
で
す
。
で

す
が
使
っ
て
い
く
う
ち
に
よ
り
良
い
も
の

に
し
て
い
く
努
力
が
必
要
で
す
。
最
近
は

デ
ジ
タ
ル
化
が
進
み
仕
事
を
す
る
に
も
パ

ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
が
欠
か
せ
な
い
世
の
中

に
な
り
ま
し
た
。
私
も
パ
ソ
コ
ン
な
ん
て

無
縁
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
今
と
な
っ
て

は
無
い
と
仕
事
に
な
ら
な
い
ほ
ど
で
す
。

色
々
な
事
が
便
利
に
な
っ
て
い
く
と
人
間

ず
る
く
な
っ
て
い
く
も
の
で
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
事
も
考
え
な
い
よ
う
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
こ
こ
で
今
一
度
考
え
て

お
き
た
い
の
は
シ
ス
テ
ム
が
何
の
た
め
に

作
ら
れ
た
か
、
私
は
技
能
者
が
し
っ
か
り

と
評
価
さ
れ
地
位
の
向
上
、
建
設
業
界
の

発
展
、
次
世
代
に
繋
い
で
行
け
る
業
界
に

す
る
た
め
に
こ
の
シ
ス
テ
ム
が
出
来
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。
よ
り
良
い
シ
ス
テ
ム
に

す
る
た
め
に
今
後
も
知
恵
を
出
し
合
い
技

能
者
の
た
め
に
力
を
注
い
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
そ
の
努
力
が
そ
れ
ぞ
れ
の
会

社
の
繁
栄
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
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迎
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「
鉄
は
　
人
間
で
言
う
万
能
細
胞
」

　

我
が
国
の
最
も
古
い
鉄
器
は
、

縄
文
時
代
晩
期
つ
ま
り
紀
元
前
3

～
4
世
紀
に　

、
今
の
福
岡
県
で

見
つ
か
っ
た
板
状
鉄
斧
の
頭
部
だ

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
時
期

に
農
耕
稲
作
と
鉄
が
ほ
ぼ
同
じ
く

し
て
、
大
陸
よ
り
伝
来
し
た
の
で

は
な
い
か
と
も
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

以
前
は
砂
鉄
が
主
流
で
し
た

が
、
そ
の
後
徐
々
に
と
鉄
鉱
石
に

移
っ
て
き
た
よ
う
で
、
今
で
は
鉄

は
人
類
の
生
活
を
支
え
る
の
に
な

く
て
は
な
ら
な
い
も
の
と
な
り
、

古
代
は
農
機
具
、
鍬
、
斧
、
そ
し

て
時
代
の
流
れ
と
と
も
に
、
戦
国

時
代
の
刀
、
大
砲
、
銃
、
軍
艦
と
、

そ
の
時
々
の
需
要
に
応
じ
人
々
の

た
め
の
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し

た
。
鉄
は
磁
石
を
使
っ
て
簡
単
に

他
の
材
料
と
分
別
で
き
る
特
質
を

持
っ
て
お
り
、
老
化
す
れ
ば
そ
れ

を
溶
か
し
、
何
度
で
も
新
し
く
永

久
に
必
要
な
も
の
へ
生
ま
れ
変
わ

れ
る
リ
サ
イ
ク
ル
の
王
者
で
す

が
、
そ
れ
は
正
に
、
人
間
で
言
え

ば
万
能
細
胞
と
も
言
え
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

建
築
物
に
お
け
る
鉄
筋
は
、
竹

筋
か
ら
鉄
筋
丸
鋼
へ
の
変
革
の
歴

史
よ
り
、
Ｓ
Ｒ
か
ら
Ｓ
Ｄ
へ
、
細

径
か
ら
極
太
径
へ
と
多
様
化
す
る

と
と
も
に
、
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
が
リ

サ
イ
ク
ル
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

さ
て
、
建
設
業
・
鉄
筋
業
界
は

い
ま
雇
用
改
善
の
真
っ
只
中
、
働

き
方
改
革
の
促
進
に
は
ど
う
し
て

も
生
産
性
の
向
上
が
必
要
だ
と
思

い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
現
在
の
建
物
で
は
Ｒ

Ｃ
構
造
の
鉄
筋
ト
ン
数
で
Ｄ
10
約

20
％
占
め
て
い
ま
す
が
、
Ｄ
13
か

ら
を
規
格
品
と
し
て
、
木
造
住
宅

や
附
帯
構
造
物
を
除
く
建
築
構
造

体
は
全
て
Ｄ
13
よ
り
上
径
を
使
用

し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
Ｄ
13

の
公
称
断
面
積
は
Ｄ
10
の
1.7
倍
以

上
あ
り
、
構
造
設
計
で
本
数
の
削

減
が
期
待
で
き
ま
す
。
本
数
は
加

工
、
組
立
に
お
い
て
合
理
化
さ
れ

る
ほ
か
、
積
算
、
加
工
帳
作
成
な

ど
鉄
筋
工
事
の
全
て
の
合
理
化
、

生
産
性
の
向
上
に
繋
が
る
と
考
え

ま
す
。

　

構
造
設
計
基
準
の
変
更
は
私
た

ち
の
範
疇
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

時
間
と
労
力
は
掛
か
る
で
し
ょ
う

が
現
場
に
お
け
る
設
計
変
更
へ
の

挑
戦
や
、
ゼ
ネ
コ
ン
構
造
設
計
者

へ
の
提
案
は
お
願
い
で
き
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ホームページ「会員専用ページ」を新設
◆2019年度から、全鉄筋のホームページに「会員専用ページ」を
新設します。
　トップページの すると会員専用システム
のログイン画面が現れ、それぞれの会員団体名を選択し、パス
ワードを入力すればOK！会員であれば誰でも、いつでも「会
員専用ページ」へログインし投稿を閲覧することができます。
「う～ん、パスワードが分かんない」方は、各加盟団体までお
問い合わせください。会員団体の事務局へは「投稿」の権限が
与えられます。「私の組合では、こんなことやってるぞ！」と、
どんどん情報を発信し、水平展開してください。

ここをクリック

ここをクリック

（4）　　　　　  （公社）全国鉄筋工事業協会2019年（平成31）3月22日


